
奈
良
。平
城
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
法
華
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
を
六
月
、
二
　
一
九
九
三

年

一
二
月
、
三
　
一
九
九
三
年
六
月
？

一
九
九
四
年
三
月
、

四
　
一
九
九
四
年

一
月
を
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
戎
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
一早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
造
酒
司
地
区

（第
二
四
一
次
調
査
）

調
査
区
は
内
一暴
の
東
方
で
、
東
院
の
北
西
部
に
位
置
す
る
。
駐
車
場
拡
張
に

伴
う
調
査
で
、
既
発
掘
の
第
二
二

・
一
八
八
次
調
査
区
に
南
接
す
る
。
第
二
二

次
調
査
で
は
覆
屋
を
も
つ
井
戸
や
、
酒
な
い
し
水
を
入
れ
た
と
み
ら
れ
る
大
型

の
甕
据
え
付
け
穴
を
内
側
に
も
つ
建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
、

遺
物
と
し
て
は

「酒
司
□
／
造
酒
」

「酢
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
あ
り
、
さ
ら
に
五
〇
〇
点
を

越
え
る
木
簡
の
内
容
な
ど
か
ら
、
こ
の
場
所
を
造
酒
司
と
推
定
し
た
（奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
木
簡
』
二
）。

調
査
の
結
果
、
遺
構

・
遺
物
と
も
に
既
往
の
知
見
を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
り
、

韻
口
υ
Ｏく

９
９

９
Ｄ

駐号Bё 呂8
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造
酒
司
跡
の
蓋
然
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

検
出
遺
構
は
掘
立
柱
建
物

一
一
棟
、
掘
立
柱
塀
四
条
、
溝
九
条
、
井
戸
三
基

な
ど
で
、
そ
れ
ら
は
奈
良
時
代
初
期
か
ら
後
期
に
い
た
る
ま
で
三
時
期
に
大
別

さ
れ
る
が
、
基
本
的
な
性
格
を
変
え
る
こ
と
な
く
存
続
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

北
接
す
る
遺
構
群
と
は

一
連
で
、
官
衝
を
区
画
す
る
よ
う
な
施
設
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
第
二
二

。
一
八
八
次
調
査
で
確
認
し
た
官
衛
は
今
回
の
調
査
区
全
域

に
及
び
、
南
限
と
東
限
が
未
確
認
な
が
ら
、
東
西
六
〇
ｍ
以
上
、
南
北
九
〇
ｍ

以
上
と
い
う
広
大
な
面
積
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
調
査
で
も
、
甕
据
え
付
け
穴
を
伴
う
特
徴
的
な
建
物
を
検
出
し
た
。

計
五
棟
あ
り
、
ど
の
時
期
に
も
甕
を
伴
う
建
物
と
伴
わ
な
い
建
物
が
並
存
し
、

前
者
は
酒
の
醸
造

・
貯
蔵
な
ど
の
施
設
、
後
者
は
精
米
な
ど
の
作
業
場
も
し
く

は
管
理
施
設
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
五
八
〇
〇
は
井
戸
枠
の
周
囲

に
同
心
円
状
の
石
敷
を
も
ち
、
六
角
形
の
覆
屋
を
備
え
、
こ
れ
を
取
り
囲
む
よ

う
に
大
型
の
建
物
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
他
と
は
異
な
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
お

り
、
造
酒
司
の
中
で
も
特
殊
な
酒
の
醸
造
に
関
わ
る
井
戸
で
あ

っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

木
簡
は
合
計
四
五
点
出
上
し
た
。
遺
構
別
の
内
訳
は
北
の
第
二
二
次
調
査
区

か
ら
南
流
す
る
溝
ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
か
ら
三
四
点
、
ｓ
Ｄ
〓
〇
三
五
を
東
に
付
け

替
え
た
溝
ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
か
ら
八
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
五
八
〇
〇
の
埋
土
か
ら

一

点
、
こ
の
井
戸
か
ら
西

へ
流
れ
る
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
八
二
〇
か
ら

一
点
、
定
物
ｓ
Ｂ

三
〇

一
一
の
柱
抜
取
り
穴
か
ら

一
点
で
あ
る
。

一
一　
平
城
官
東
辺
地
区

（第
一一四
二
十
一
二
次
調
査
）

調
査
は
河
川
改
修
に
伴
う
も
の
で
、
平
城
官
東
辺
か
ら
東

へ
東
二
坊
坊
間
路

想
定
位
置
を
横
切
る
形
で
約
四
三
ｍ
、
幅
二
ｍ
ほ
ど
の
ト
レ
ツ
チ
を
入
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
東
二
坊
坊
間
路
の
西
側
溝
は
確
認
し
得
ず
、
東
側
溝
想
定
位

置
に
幅
約
七
ｍ
、
深
さ

一
・
八
ｍ
の
大
規
模
な
南
北
溝
を
検
出
し
た
。
堆
積
層

は
三
層
に
分
か
れ
、
そ
の
下
層
か
ら

一
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
中
層
の
遺
物

に
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
期
の
上
器
の
ほ
か
中
世
以
降
の
瓦
も
含
ま
れ
て
お

り
、
溝
の
存
続
期
間
は
か
な
り
長
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

〓
一　
東
院
地
区

（第
二
四
三
二
一四
五
十
一
次
調
査
）

平
城
官
の
東
張
り
出
し
部
は
東
院
と
称
さ
れ
、
か
つ
て
そ
の
東
南
隅
の
調
査

に
お
い
て
池
を
中
心
と
し
た
庭
園
が
検
出
さ
れ
、
宴
遊
施
設
が
あ

っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。　
一
九
九
三
年
度
か
ら
、
こ
の
庭
園
と
そ
の
周
辺
建
物
及
び
築
地
大

垣
を
復
原
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
事
前
調
査
と
し
て
庭
園
の
西
隣
り
、

東
院
の
南
端
中
央
部
に
あ
た
る
場
所
の
発
掘
を
行
な

っ
た
。

調
査
の
結
果
、
南
面
大
垣
と
そ
れ
に
開
く
門
、
道
路

一
条
の
ほ
か
、
掘
立
柱

建
物

一
七
棟
、
礎
石
建
物
八
棟
な
ど
多
数
の
遺
構
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。

古
墳
時
代
の
埴
輪
窯
を
除
い
て
、
奈
良
ｉ
平
安
初
期
の
間
に
Ａ
ｉ
Ｇ
期
の
七
期

に
及
ぶ
変
遷
が
あ
る
。
東
院
の
庭
園
の
区
画
は
本
調
査
区
の
東
方
で
完
結
し
て

お
り
、
直
接
の
関
係
は
な
い
。
Ａ

・
Ｂ
期

（奈
良
時
代
前
半
）
に
は
、
北
を
単
廊
、

塀
で
画
さ
れ
た
東
西
に
長
い
区
画
を
も
ち
、
大
規
模
な
南
北
棟
建
物
を
中
心
と

す
る
遺
構
で
、　
ｃ
期

（平
城
還
都
直
後
頃
）
に
な
る
と
、
区
画
が
取
り
払
わ
れ
建
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物
配
置
も
大
き
く
変
わ
り
、
利
用
状
況
の
変
化
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
東
院
部

分
の
南
の
限
り
は
当
初
掘
立
柱
塀
で
あ
っ
た
が
、
後
に
同
じ
位
置
で
築
地
大
垣

に
造
り
替
え
る

（Ｂ
期
）。
こ
の
南
面
に
開
く
門
ｓ
Ｂ
一
六
〇
〇
〇
が
今
回
新
た

に
検
出
さ
れ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
東
廃
部
分
の
中
央
に
あ
た
り
、

当
初
は
掘
立
柱
塀
に
開
く
門
ｓ
Ｂ
一
六
〇
〇
Ｏ
Ａ
で
、
築
地
大
垣
に
な
る
と
二

間
×
一
間
の
掘
立
柱
の
関
Ｓ
Ｂ
一
六
〇
〇
Ｏ
Ｂ
と
な
り
、
更
に
礎
石
建
ち
の
五

間
×
二
間
の
門
Ｓ
Ｂ
一
六
〇
Ｏ
Ｏ
Ｃ
に
改
修
さ
れ
る

（Ｅ
期
）。
こ
れ
を
官
城
十

二
門
の
一
つ
と
考
え
る
べ
き
か
否
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。

木
簡
は
七
八
点
出
上
し
た
。
遺
構
別
内
訳
は
Ｄ
期
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
六
〇
三
〇

の
井
戸
枠
の
墨
書

一
八
点
、
同
井
戸
の
掘
形
か
ら

一
点
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も
門

Ｓ
Ｂ
一
六
〇
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
下
層
で
検
出
し
た
南
北
溝
ｓ
Ｄ
一
六
〇
四
〇
か
ら
の
出

上
で
あ
る
。
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
六
〇
三
〇
は

一
辺
五
ｍ
の
掘
形
の
中
に
幅
約
二
Ｏ

ｃｍ
、

厚
さ
約

一
〇

伽
の
檜
の
板
材
を
維
に
二
〇
枚
並
べ
て
円
形
の
井
戸
枠
を
つ
く
っ

て
い
る
。
井
戸
枠
の
う
ち

一
八
枚
に
は
下
端
を
示
す

「本
」
の
墨
書
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
三
枚
に
は

「塾
／
綴
／
攀
」
・
「隠
□
」
「□
／
□
墨
／
隅
」
の
習
書
が

あ
る
。
Ｓ
Ｄ
一
六
〇
四
〇
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
六
〇
三
〇
か
ら
南

へ
流
れ
、
大
垣
か

ら
さ
ら
に
南
流
す
る
石
組
の
溝
で
、
Ｅヽ
期
に
整
地
上
で
埋
め
ら
れ
る
。
お
お
よ

そ
の
年
代
と
し
て
、
Ｄ
期
は
天
平
神
護
ぞ
神
護
景
雲
頃
、
Ｅ
期
は
宝
亀
年
間
頃

と
推
定
し
て
い
る
。

四
　
東
院
庭
園
地
区

（第
一一四
五
十
二
次
調
査
）

こ
の
調
査
も
三
と
同
じ
く
、
東
院
庭
園
復
原
の
事
前
調
査
で
、
か
つ
て
の
未
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発
掘
部
分
を
対
象
と
し
、
池
の
北
側
と
東
面
大
垣
に
か
か
る
部
分
に
ト
レ
ン
チ

を
入
れ
た
。
調
査
の
結
果
、
東
面
大
垣
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
と
と
も
に
、

大
垣
築
造
以
前
の
数
条
の
南
北
溝
を
検
出
し
、
ま
た
後
期
の
池

へ
の
導
水
施
設

な
ど
を
確
認
し
た
。

木
簡
は

一
二
点
で
、
東
面
大
垣
の
西
雨
落
溝
の
側
石
抜
取
穴
Ｓ
Ｋ
一
六
三
〇

八
か
ら

一
点
、
他
は
東
面
大
垣
の
西
雨
落
溝
に
切
ら
れ
る
、
先
行
の
南
北
溝
Ｓ

Ｄ
一
六
三
〇
〇
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
造
酒
司
地
区

（第
二
四
一
次
調
査
）

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五

①

　

「
造
酒
司
召

令
史

正
召
　
使
三
宅
公
子
」

やい受
］算
∞
昌

〔恐
ヵ
〕

②
　
。
「
□

々
謹
申
大
椋

。
「
八
月
十
日
□
日
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
（臣
∀
］受
μ
ｏ‘

③
　
。
「
＜
伊
勢
国
飯
野
郡
黒
田
郷

。
「
＜
加
知
口
　
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
Ｘ
〕箕
∞
ｏ鰐

⑭
　
・
「
＜
丹
波
国
氷
上
郡
忍
伎
郷
朝
鹿
里

鯉
鞠
臥
マ黒
朽
蛸
三
×斗

。
「
＜

『
七
四
□
□
□
』
（針
書
）
　
　
　
　
　
（］じ
益
受
枷
Φ＄

〔酒
ヵ
〕

⑤

　

「
＜
丹
後
国
丹
波
郡
大
野
郷
須
米
石

マ
足
五
斗
＜
」

∞卜∞
×
（�Φ）
×
『

０
　
。
「
＜
紀
伊
国
安
諦
郡
県
里
辛
金
打
赤
兄
戸
同
□
□

。
「
＜
　
　
　
　
霊
亀
二
年
十
月
　
　
　
　
　
（懸
γ
ド受
⇔

⑦

　

「
＜
元
漏
郡
進
上
三
□
□
三
百
張
＜
」
　

　

μ卜受
�買
ト

①

　

大
辟
里
赤
米
五
斗
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
（μじ
溢
父
⇔

ω
　
　
×
籠

十
五
斤
　
和
銅
四
年
四
月
＜
」
　

　

（慧
）や受
ω

⑩
　
。
「
＜
左
大
舎
人
他
田
人
万
呂
」

〔去
≧

。
「
＜
刑
郡
子
君
万
昌
□

一
貫
」
　
　

　

　

　

解］貿
〕契
］

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇

⑪
　
。
「
＜
讃
岐
日
奈
賀
×

。
「
＜
□
丈
マ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
溢
党
ト

⑫
　
。
海
部
郷
京
上
赤
春
米
五
斗
＜
」

。
矢
田
マ
首
万
呂
　
稲
春
　
＜
」
　
　
　
　
（露
Ｘ
�受
い

⑬

　

「
＜
穴
臣
小
□
調
鮒
三
十
九
」
　
　
　
　
　
μ卜受
〕受
り



井
戸
Ｓ
Ｅ

一
五
八
〇
〇

⑭
　
。
「
＜
美
作
国
英
多
郡

。
「
＜
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（罵
Ｘ
岸賀
∞
ｏ毬

荷
札
木
筒
が
比
較
的
多
く
、
品
目
を
み
る
と

「酒
米
」
「赤
米
」
「赤
春
米
」

な
ど
酒
づ
く
り
の
材
料
と
し
て
の
米
が
含
ま
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
ω

の
召
文
木
簡
か
ら
み
て
も
、
発
掘
地
を
造
酒
司
と
す
る
推
定
は
か
な
り
確
実
な

も
の
と
言
え
よ
う
。
二
条
の
溝
は
ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
の
方
が
古
い
が
、
そ
の
付
け

替
え
時
期
は
判
然
と
し
な
い
。
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
中
の
木
簡
の
年
紀
は
和
銅

。
霊

亀
と
古
い
が
、
郷
里
制
や
郷
制
の
も
の
も
あ
り
、
長
期
間
存
続
し
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。

一
一　
平
城
官
東
辺
地
区

（第
二
四
二
十
一
三
次
調
査
）

⑪

　

日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
父
卜
ｏ解

〓
一　
東
院
地
区

（第
二
四
三
二
一四
五
十
一
次
調
査
）

南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇

「大
伴
門
友
造
相劃酢続
期
田」口

口

口
口
司
令
史
大
初
位
上
井
上
伊
美
吉
麻
呂

×
位
下
川
辺
朝
臣
□

ドミ
ｏ
×
］
中
×
∞
　
〇
ド
μ
＊

Ｏ
Φ
ド

Ｏ
Φ
Ｐ

①

　

播
磨
介
日
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（語
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＜
三
保
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主
矢
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マ
ロ
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マ
ロ
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。
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＜
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ω
の
大
伴
門
は
朱
雀
門
の
別
称
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
安
宮
で
は
朝
集
殿
院

南
門

（応
天
門
）
の
名
称
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。　
②
に
関
連
し
て
、
『
続

日
本
紀
』
天
平
十
五
年
五
月
癸
卯
条
に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
昇
叙
し

た

「井
上
忌
寸
麻
呂
」
な
る
人
物
が
知
ら
れ
る
が
、
位
階
の
違
い
と
出
土
遺
構

の
年
代
か
ら
見
て
別
人
か
。　
な
お
、

姓
の

「伊
美
吉
」
は
天
平
宝
字
三
年
十

月
に

「忌
寸
」
に
統

一
さ
れ
た
。
⑥
の
三
保
里
は
駿
河
国
慮
原
郡
川
名
郷
三
保

里
で
あ
ろ
う
。
同
地
に
失
田
部
姓
が
い
た
こ
と
は
二
条
大
路
木
簡
に
例
が
あ
る

翁
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一ご
。　
遺
構
の
時
期
は
前
述
の
と
お
り
奈

良
時
代
後
期
と
考
え
て
い
る
が
、
木
簡
は
②
の

「伊
美
吉
」
や
⑤
の
郷
里
制
な

ど
や
や
遡
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
も
う
少
し
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
⑥
は
墨
書
り
あ
る

一
八
点
の
井
戸
枠
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。
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五
十
二
次
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1993年出上の木簡
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Ｙ
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９
　
関
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文
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奈
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国
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文
化
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所

『
一
九
九
三
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調

査
概
報
』
全

九
九
四
年
）

同

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
九

（
一
九
九
四
年
）

（寺
崎
保
広
）

平城宮調査位置図


